
 

事業所名 グループホームほっと   

 

運 営 推 進 会 議 開 催 報 告 書 

 

開催日時 平成 ３０年 ５月 ２５ 日（金） １４時 ～１５時   

参 加 者 議   題 

利用者家族    ５名 

地域住民の代表者 ２名 

市職員      １名 

地域包括支援センター職員 １名 

事業所      ４名 

その他（利用者）   ６名   

１） 新しい利用者の紹介         

２） 活動報告 

３） 外部評価目標達成計画 

４） 身体拘束廃止委員会の設置 

５） 質疑応答     

会    議    録 

 

・ホームで毎日行っている「元気のでる体操」に全員で参加して頂き、見て頂く 

 

１）新しい利用者様の紹介 

 M様 男性 ８７歳 

 N様 女性 ８９歳 

 

２）４月の活動報告 

 ４/8    銀座商店街に於いてお釈迦さまの花まつりが行われる 

       利用者２名参加する 

 ４/29   利用者のお孫さんの結婚式に出席 

      職員が付き添う 

 その他  お花見、エンドウの収獲、花や野菜の植え替え 

      作品作り（青葉作り、鯉のぼり作り、散歩） 

      買い物帰りに喫茶店に行く 

・５月の活動報告 

 ５/1     市柿山神社（通称：弁天様）のお祭り 

      利用者３名参加する 

 ５/5     端午の節句 

      行事食でお祝いする 

 5/12    T 様 誕生日会  ご長男夫婦参加 



 

 5/28   N 様 誕生日会  ご家族様３名参加予定 

 5/31  消防総合訓練 予定 

  

３）外部評価結果に対しての目標達成計画について 

１、利用者の健康面での管理を主治医、訪問看護師、訪問薬剤師と連携し 

  安心できる体制を整える 

 ・職員は毎日、服薬チェック表を忘れずに記入し確認している 

  服薬の間違いはなくなっている。今後も継続してい 

 ・服薬管理マニュアルを作成する（今、準備している） 

 ・全職員は利用者の薬の内容を把握する 

  5/3 の社内研修は利用者の病名、服用している薬、効能、などリストアップ

して学んだ 

２、職員の介護技術及び知識の向上に努める 

 ・毎月テーマに沿って社内研修を実施している 

  ４月は職員倫理規定、職務権限規程、法令遵守についてマニュアルを熟読し

た 

  ５月は利用者の薬について学んだ 

 

４）身体拘束廃止に向けた体制作り 

 ・身体拘束廃止委員会の設置 

 ＜身体拘束廃止委員会の構成員＞ 

 法人の代表者、管理者、運営推進会議の出席者（地域住民、市職員、地域包括

支援センター職員、家族など） 

  ・身体拘束廃止委員会を運営推進会議を活用し定期的に開催する 

  ・出席者の皆さんからご意見を伺い、その結果を職員に周知徹底を図る 

  ・職員は年２回以上「身体拘束排除について」の研修を行う 

 

 

以上 

 

 

 

 


